
吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行

新

田

惠

三

令
和
元
年
十
二
月
十
日
発
行

皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
六
号

抜
刷



皇
學
館
論
叢

第
五
十
二
巻
第
六
号

令
和
元
年
十
二
月
十
日

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行

新

田

惠

三

□

要

旨

吉
田
神
道
の
行
法
の
中
核
を
な
す
三
壇
行
事
は
、
三
元
十
八
神
道
次
第
・
宗
源
妙
行
次
第
・
神
道
護
摩
次
第
の
三
種
よ
り
構
成
さ
れ
、
吉
田
家

に
於
い
て
盛
ん
に
実
修
・
伝
授
が
行
わ
れ
た
。
三
壇
行
事
の
次
第
に
は
、
現
在
世
に
知
ら
れ
て
い
る
次
第
と
は
別
に
、
加
行
次
第
と
い
う
も
の
が

存
す
る
。
本
論
文
で
は
、
加
行
次
第
と
従
来
知
ら
れ
て
い
る
三
壇
行
事
の
三
種
の
次
第
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
三
壇
行
事
の
構
成
を
再
考
し

た
。
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
は
吉
田
家
の
旧
蔵
資
料
を
一
括
所
蔵
す
る
吉
田
文
庫
が
あ
る
。
吉
田
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
三
壇
行
事
に
関
す

る
加
行
次
第
は
「
十
八
神
道
加
行
次
第
」、「
宗
源
妙
行
加
行
次
第
」、「
宗
源
加
行
二
重
次
第
」、「
大
護
摩
法
加
行
次
第
」
の
四
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

加
行
次
第
四
種
は
従
来
知
ら
れ
て
い
る
三
壇
行
事
の
三
種
の
次
第
に
附
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
三
壇
行
事
の
伝
授
を
受
け
る
前
に
行
わ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
次
第
書
の
存
在
に
よ
り
三
壇
行
事
の
構
成
は
加
行
次
第
も
含
め
た
総
体
と
し
て
改
め
て
見
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

□

キ
ー
ワ
ー
ド

吉
田
神
道

三
壇
行
事

四
度
加
行

三
元
十
八
神
道

宗
源
妙
行

神
道
護
摩
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は
じ
め
に

三
壇
行
事
は
、
三
元
十
八
神
道
（
陰
陽
行
儀
）・
宗
源
妙
行
・
神
道
護
摩
の
三
種
の
次
第
よ
り
構
成
さ
れ
、
吉
田
家
に
お
い
て
盛
ん
に

実
修
・
伝
授
が
行
わ
れ
、
多
く
の
神
主
が
こ
れ
を
学
ん
だ
（
1
）。

三
壇
行
事
の
研
究
は
大
き
く
三
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、
三
壇
行
事
の
成
立
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
現
在
で
は

三
種
の
次
第
は
各
々
兼
倶
段
階
に
お
い
て
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
（
2
）。

二
つ
目
は
、
三
壇
行
事
の
次
第
内
容
を
詳
し
く
考
証

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
3
）。

三
つ
目
は
、
現
存
す
る
三
壇
行
事
に
関
す
る
調
査
報
告
で
あ
る
（
4
）。

し
か
し
な
が
ら
近
代
以
降
同
行
事
は
完

全
な
形
で
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
部
分
的
な
現
存
例
は
あ
る
も
の
の
、
中
・
近
世
に
お
け
る
実
態
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。

三
壇
行
事
の
次
第
に
は
、
現
在
世
に
知
ら
れ
て
い
る
次
第
と
は
別
に
、
加
行
次
第
と
い
う
も
の
が
存
す
る
。「
加
行
」
と
い
う
用
語
自

体
は
吉
田
神
道
を
研
究
し
た
諸
先
学
が
引
用
文
等
で
接
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
管
見
の
限
り
、
河
野
省

三
氏
が
、

室
町
時
代
末
期
に
ほ
ゞ
整
備
し
た
と
思
は
れ
る
『
宗
源
妙
行
』（
写
二
巻
）
と
い
ふ
書
に
よ
る
と
、
前
巻
に
は
先
づ
宗
源
妙
行
之
行

事
と
し
て
、「
隠

〈
マ
マ
〉陽

行
儀
加
行
之
大
事
」
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
之
は
「
十
八
神
道
加
行
之
次
第
」
で
、
云
は
ば
今
世
の
神
社
祭
祀
に

於
け
る
修
祓
の
や
う
な
役
割
を
為
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
つ
い
で
、「
三
元
十
八
神
道
次
第
」
に
移
り
、
詳
し
く
そ
の
行
事
作
法
が
説

い
て
あ
る
。〈
中
略
〉
又
そ
の
後
巻
に
は
「
宗
源
妙
行
」
の
初
段
、
中
段
、
後
段
そ
れ
ぞ
れ
第
一
、
第
二
、
第
三
の
行
事
を
述
べ
て

あ
る
（
5
）。

と
し
て
「
三
元
十
八
神
道
次
第
」
の
前
段
階
と
し
て
「
十
八
神
道
加
行
之
次
第
」
が
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の
（
6
）以

外
無
い
。
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三
壇
行
事
に
お
け
る
加
行
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、「
三
壇
行
事
と
加
行
」、「
加

行
の
次
第
」、「
加
行
の
目
的
」、「
加
行
勤
修
の
実
態
」
と
い
っ
た
観
点
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
内
、「
三

壇
行
事
と
加
行
」、「
加
行
の
次
第
」
に
つ
い
て
述
べ
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
三
壇
行
事
の
次
第
と
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
加
行

次
第
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
、
三
壇
行
事
の
構
成
を
再
考
し
た
い
。

第
一
章

三
壇
行
事
と
加
行

第
一
節

三
壇
行
事
の
構
成
と
四
度
加
行

吉
田
神
道
の
行
法
の
中
心
を
な
す
三
壇
行
事
は
密
教
や
陰
陽
道
な
ど
の
影
響
が
強
く
、
平
田
篤
胤
は
『
俗
神
道
大
意
』
に
お
い
て
、

吉
田
家
ノ
神
道
行
事
ハ
、
モ
ト
真
言
ヲ
マ
ナ
ン
デ
始
タ
ル
ヿ
ユ
エ
、
其
壇
モ
四
角
ナ
ル
ベ
キ
ニ
、
八
角
ニ
作
テ
秘
事
ト
イ
タ
シ
、
神

道
ハ
八
ノ
数
ヲ
用
フ
ル
ナ
ド
イ
ヒ
、
神
道
護
摩
、
宗
源
行
事
、
十
八
神
道
、
コ
ノ
三
ツ
ヲ
三
科
ト
立
テ
、
此
ヲ
兼
学
ン
ダ
ル
ヲ
、
三

壇
行
事
ト
モ
云
フ
。〈
中
略
〉
此
三
壇
行
事
ノ
ウ
チ
、
護
摩
灌
頂
ハ
、
モ
ト
ヨ
リ
真
言
ノ
行
法
、
マ
タ
宗
源
行
事
ト
云
ヿ
ハ
、
密
家

ノ
両
界
ノ
本
次
第
、
ト
云
行
事
ヲ
盗
ダ
ル
モ
ノ
、
又
十
八
神
道
ト
云
モ
、
真
言
ノ
十
八
道
ト
イ
フ
行
事
ヲ
ヌ
ス
ミ
〈
後
略
（
7
）〉

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
久
保
田
収
氏
は
、

陰
幽
教
の
斎
場
と
し
て
万
宗
壇
と
諸
源
壇
と
を
設
け
、
十
八
神
道
三
元
三
妙
三
行
の
加
持
を
行
ふ
と
い
ふ
の
は
、
密
教
の
道
場
に
金

剛
壇
、
胎
蔵
壇
を
設
け
、
十
八
道
、
金
剛
界
、
胎
蔵
界
、
護
摩
の
四
度
加
行
を
行
ふ
こ
と
に
相
応
し
て
ゐ
る
（
8
）。

と
し
て
い
る
。

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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こ
の
三
種
の
行
事
と
密
教
の
十
八
道
・
両
部
（
金
剛
界
・
胎
蔵
界
）・
護
摩
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
兼
倶
の
孫
で
あ
る
兼
右
は
、

宗
源
神
道
行
法
惣
目
録

一
陰
陽
行
儀

真
言
十
八
道
之
類
也

一
宗
源
妙
行

真
言
金
胎
兩
部
行
法
ノ
類
也

此
内
ニ
淺
畧
次
第
并
一
段
結
願
次
第

ア
リ

一
神
道
大
護
摩

真
言
云
八
千
枚
也

此
内
ニ
一
神
供
養
大
護
摩
次
第
并
諸
神
合
畧

次
第
ア
リ
（
9
）

と
し
て
お
り
、
伊
藤
聡
氏
は
こ
の
部
分
を
引
用
し
た
上
で
三
壇
行
事
に
つ
い
て
「
密
教
の

四
度
加
行
と
の
類
似
性
を
吉
田
家
自
ら
が
認
め
て
い
る
（
10
）」

と
し
て
い
る
。

三
種
の
次
第
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
期
に
お
い
て
四
度
加
行
が
意
識
さ
れ
た
か
は
別
と
し

て
、
少
な
く
と
も
兼
右
期
に
は
三
壇
行
事
と
密
教
の
十
八
道
・
両
部
（
金
剛
界
・
胎
蔵
界
）・

護
摩
と
の
解
釈
上
の
関
連
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。（〈
図
一

三
壇
行
事
四
度
加
行
対
応
図
〉

参
照
）

加
行
と
は
あ
る
こ
と
（
伝
授
や
灌
頂
）
達
成
の
た
め
の
準
備
的
な
修
行
で
あ
り
、
仏
教

各
派
に
見
ら
れ
る
。
中
で
も
四
度
加
行
は
密
教
に
お
け
る
行
体
系
で
あ
り
、
お
お
よ
そ

十
八
道
・
金
剛
界
・
胎
蔵
界
・
護
摩
の
四
種
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
授
を
受
け

る
前
に
は
加
行
が
行
わ
れ
る
（
11
）。（〈

図
一
〉
四
度
加
行
部
分
参
照
）
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―三壇行事―

神道護摩　（正行）

宗源妙行　（正行）

十八神道　（正行）

―四度加行―

護摩　　　（正行）
護摩加行　（加行）
胎蔵界　　（正行）
胎蔵界加行（加行）
金剛界　　（正行）
金剛界加行（加行）
十八道　　（正行）
十八道加行（加行）

広
義
の
「
加
行
」
狭
義
の
「
加
行
」

「真言云八千枚也」

「真言金胎兩部
行法ノ類也」

「真言十八道之類也」

伝
授
段
階

〈図一 三壇行事四度加行対応図〉



第
二
節

広
義
の
加
行
と
狭
義
の
加
行

湯
浅
泰
雄
氏
は
身
心
論
に
つ
い
て
論
じ
る
中
で
、

大
乗
仏
教
殊
に
密
教
に
な
る
と
、
修
行
に
よ
る
呪
術
的
能
力
の
獲
得
が
非
常
に
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
密
教
儀
礼
の
執
行
は

「
修
法

し
ゆ
ほ
う

」
と
よ
ば
れ
た
が
、
修
法
は
瞑
想
修
行
を
へ
て
呪
術
的
能
力
を
獲
得
し
た
人
間
が
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
効
果

を
も
ち
得
る
。
つ
ま
り
修
法
は
、
修
行
を
前
提
し
て
は
じ
め
て
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
（
12
）。

と
し
て
、
密
教
で
は
「
修
法
」
と
「
修
行
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
修
法
は
修
行
を
前
提
と
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

加
行
の
意
味
と
し
て
四
度
加
行
全
体
を
指
す
場
合
（
広
義
の
加
行
）
と
四
度
加
行
を
構
成
す
る
各
次
第
（
正
行
）
伝
授
の
前
に
行
わ
れ

る
加
行
の
こ
と
を
指
す
場
合
（
狭
義
の
加
行
）
と
が
あ
る
。

こ
こ
で
疑
問
を
感
じ
る
の
は
、
三
壇
行
事
に
お
い
て
三
種
の
行
事
伝
授
前
に
行
う
べ
き
狭
義
の
加
行
は
存
在
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
従
来
の
三
壇
行
事
次
第
研
究
で
は
修
行
と
し
て
行
わ
れ
る
加
行
に
関
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
無
く
、
三
壇
行

事
は
修
法
と
し
て
行
わ
れ
る
正
行
次
第
の
み
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
も
認
識
さ
れ
、
同
行
事
の
修
行
的
側
面
に
つ
い
て
も
あ
ま
り
論
じ

ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

第
二
章

三
壇
行
事
の
加
行
次
第

天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
に
は
三
壇
行
事
の
次
第
書
と
共
に
多
く
の
三
壇
行
事
加
行
次
第
書
が
残
さ
れ
て
い
る
（
13
）。

こ
れ
ら
次
第
書
よ
り
各

加
行
の
構
成
、
内
容
を
見
る
。

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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第
一
節

十
八
神
道
加
行
次
第

（
一
）
諸
本
の
説
明

吉
田
文
庫
で
は
左
に
示
す
㋑
～
㋬
六
点
の
十
八
神
道
加
行
次
第
を
確
認
で
き
た
。

㋑
兼
見
筆
の
書
写
本

内
題
「
十
八
神
道
加
行
之
大
事
」

奥
書
に
、

授
与
波
多
野
宮
内
少
輔
元
重
訖
／
文
禄
五
年
十
月
吉
曜
日
／
神
道
長
上

花
押
（
兼
見
）

朱
印
（
14
）

と
あ
る
。
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
十
月
に
兼
見
が
波
多
野
宮
内
少
輔
元
重
に
授
与
し
た
も
の
の
写
本
。
書
写
者
は
不
明
で
あ
る
。（
吉

四
二
―
三
七
一
『
十
八
神
道
加
行
大
事
他
』）
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兼
名

兼
倶

兼
致

兼
満

兼
右

兼
和
（
兼
見
)

兼
治

(萩
原
）
兼
従

(平
野
）
兼
永

梵
舜

兼
英

兼
起

兼
連
（
兼
敬
)

(清
原
）
宣
賢

兼
章

兼
雄

(町
尻
）
兼
原

兼
隆
（
良
倶
)

兼
業
（
良
連
)

良
長

良
熈
（
良
芳
)

良
義

（『
卜
部
家
系
譜
』（『
神
道
大
系
』
論
説
編
九
卜
部
神
道
上
）、「
卜
部
氏
系
図
」（『
吉
田
叢
書
』
第
五
編
）
等
を
参
考
に
作
成
）

〈
吉
田
家
の
略
系
図
〉



㋺
内
題
「
陰
陽
行
儀
傳
授
之
時
加
行
之
事
」

次
第
を
記
し
た
傍
ら
に
、

防
州
（
15
）社

人
家
仁
ニ
傳
授
時
如
此

と
あ
る
。「
八
幡
大
宮
司
右
延
」
な
る
社
人
の
人
物
比
定
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
吉
田
家
の
当
主
が
伝
授
を
し
た
時
の
記
録
で
あ
ろ
う
。

「
次
◯
◯
」
と
い
う
次
第
形
式
で
は
な
く
、「
六
根
清
浄
秡

十
六
反

中
臣
秡

□
〈
廿
カ
〉
一
反

三
種
太
秡

三
百
六
十
反
」
と
簡

素
に
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
吉
六
五
―
三
六
六
『
集
筆
十
九
』）

㋩
梵
舜
筆
本

内
題
「
陰
陽
行
儀
加
行
之
大
事
」

奥
書
等
は
無
い
が
、
梵
舜
の
筆
で
次
第
が
記
さ
れ
て
い
る
。
題
は
「
陰
陽
行
儀
加
行
之
大
事
」
だ
が
、
内
容
は
宗
源
妙
行
加
行
に
近
い
。

（
吉
六
五
―
三
二
一
『
集
筆
十
一
』）

㋥
兼
雄
奥
書
の
仮
名
書
本

内
題
「
十
八
神
道
加
行
次
第
」

次
第
本
文
部
分
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
、

令
授
与
忠
寄
朝
臣
室
、
就
／
慎
而
莫
怠
矣
／
宝
暦
十
年
五
月
朔
日
／
神
道
管
領
長
上
卜
部
朝
臣
／
右
次
第
者
酒
井
左
衛
門
尉
忠
寄
朝

臣
室
仁
御
相
伝
之
次
第
也

と
あ
る
。
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
五
月
一
日
に
兼
雄
が
酒
井
忠
寄
の
奥
方
に
「
十
八
神
道
加
行
次
第
」、「
三
元
十
八
神
道
次
第
」
を
授

与
し
た
時
の
も
の
で
あ
る
。
女
性
に
伝
授
す
る
際
は
仮
名
書
の
次
第
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。（
吉
四
二
―
一
五
五
『
十
八
神
道
加
行

次
第
三
元
十
八
神
道
次
第
』）

㋭
兼
業
筆
本

『
十
八
神
道
加
行
之
事
』

年
代
や
人
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
卜
部
兼
業
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
16
）。（

吉
四
二
―
三
二
一
『
十
八
神
道
加
行
之
事
』）

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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㋬
良
長
筆
本

『
十
八
神
道
加
行
之
事
』

㋭
と
花
押
以
外
は
同
じ
内
容
。
年
代
や
人
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
卜
部
良
長
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
17
）。（

吉
四
二
―
四
三
八
『
十
八

神
道
加
行
之
事
』）

以
上
㋑
～
㋬
六
点
に
つ
い
て
奥
書
等
か
ら
各
文
献
の
説
明
を
し
た
。
最
も
古
い
頃
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
は
㋑
（
兼
見
筆
の
書
写
本
）

で
あ
り
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
兼
見
の
頃
に
は
十
八
神
道
加
行
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
（
18
）。

㋩
（
梵
舜
筆
本
）
は
内
容
的
に
宗
源
妙
行
加
行
に
近
い
の
で
例
外
的
に
扱
っ
た
。
㋥
㋭
㋬
は
少
し
時
代
が
下
っ
た
も
の
で
、
㋥

は
女
性
へ
の
伝
授
の
た
め
か
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
り
、
㋭
㋬
は
全
く
同
じ
内
容
で
あ
る
。

（
二
）
十
八
神
道
加
行
次
第
の
内
容

各
次
第
書
を
翻
刻
し
た
も
の
、
次
第
の
異
同
を
ま
と
め
、
作
法
に
関
す
る
記
述
を
列
挙
し
た
も
の
か
ら
内
容
の
概
略
を
見
て
み
た
い
。

〈
十
八
神
道
加
行
の
各
次
第
〉

㋑
兼
見
筆
の
書
写
本

先
庭
上
仁
立
机
縁
座
／
次
沓
揖
／
次
着
縁
座
／
次
座
揖
／
次
二
拝
／
次
六
根
清
浄
太
秡
十
六
反
／
次
中
臣
秡
十
二
反
／
次
三
種
太

秡
百
八
反
／
次
座
揖
／
次
沓
揖
／
次
退
下

㋺
兼
見
筆
本

六
根
清
浄
秡
十
六
反

中
臣
秡
□
一
反

三
種
太
秡
三
百
六
十
反

㋩
梵
舜
筆
本
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先
兼
日
構
庭
上
于
案
机
縁
坐
／
次
沓
揖
前
後
加
持

此
咒
文
相
傳
之
如
此
／
次
着
彼
縁
座
／
次
座
揖
左
右
加
持
／
次
二
拝
／
次
護
身
神
法
／
次
三
種

加
持
／
次
拍
手
小
大
／
次
六
根
清
浄
太
秡
十
六
反
／
次
中
臣
秡
廿
一
反
／
次
太
祝
詞
／
掛
毛
畏
幾
太
元
尊
（
19
）大

日
孁
貴
天
神
地
祇
八

百
万
神
等
乃
廣
前
仁
恐
美
恐
美
毛
申
佐
久
一
身
乃
心
源
乎
清
浄
仁
志
天
神
代
之
古
風
乎
崇
敬
正
直
乃
根
元
仁
帰
天
宗
源
妙
行
乎
願
者
奈
利
此
状
乎

平
介
久
安
介
久
聞
食
天
頓
速
仁
納
受
乎
垂
礼
則
令
二
成
就
圓
滿
二

〈
マ
マ
〉賜
陪
止
恐
美
恐
美
毛
申
須

辞
別
仁
申
佐
久
若
不
慮
乃
汚
穢
不
浄
乃
事
在
止
毛

善
言
美
詞
乃
秡
清
女
奉
留
故
仁
无
レ
咎
亦
无
レ
祟
之
天
神
直
日
大
直
日
神
止
護
幸
陪
賜
陪
止
恐
美
恐
美
毛
申
壽
／
次
三
種
太
秡
百
廿
一
反
／
次

拍
手
大
小
／
次
二
拝
／
次
座
揖
／
次
沓
揖
／
次
退
下

㋥
兼
雄
奥
書
の
仮
名
書
本

先
一
い
ふ
／
次
ざ
の
い
ふ
／
次
二
は
い
／
次
六
根
し
や
う
〴
〵
太
秡
十
六
へ
ん
／
次
中
と
み
秡

十
二
へ
ん
／
次
三
じ
ゆ
の
太

秡
百
八
へ
ん
／
次
き
ね
ん
／
次
か
し
わ
手
／
次
二
は
い
／
次
ざ
の
い
ふ
／
次
一
い
ふ
／
次
た
い
げ

㋭
兼
業
筆
本
㋬
良
長
筆
本

先
一
揖
／
次
座
揖
／
次
二
拝
／
次
六
根
清
浄
大
秡
十
二
反
／
次
中
臣
秡
三
反
／
次
三
種
太
秡
三
十
六
反
／
次
祈
念
／
次
拍
手
二
／

次
二
拝
／
次
座
揖
／
次
一
揖
／
次
退
下

〈
十
八
神
道
加
行
次
第
の
異
同
（
作
法
に
関
す
る
記
述
は
下
に
括
弧
で
括
り
示
し
た
（
20
））〉

庭
上
仁
立
机
縁
座
（
21
）／

沓
揖
（
22
）／

着
縁
座
（
23
）／

座
揖
（
24
）／

二
拝
（
25
）／

六
根
清
浄
太
秡
（
㋑
㋺
㋥
「
十
六
反
（
へ
ん
）」、
㋭
㋥
「
十
二
反
」）
／
中
臣
秡

（
㋑
㋥
「
十
二
反
（
へ
ん
）」、
㋺
「
□
一
反
」、
㋭
㋬
「
三
反
」）
／
三
種
太
秡
（
26
）（

㋑
㋥
「
百
八
反
（
へ
ん
）」、
㋺
「
三
百
六
十
反
」
㋭
㋬
、「
三
十

六
反
」）
／
〈
祈
念
（
27
）〉

／
〈
拍
手
（
28
）〉（

㋭
㋬
「
二
」）
／
〈
二
拝
（
29
）〉

／
座
揖
（
30
）／

沓
揖
（
31
）／

退
下
（
32
）

以
上
が
次
第
作
法
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
各
次
第
に
丸
番
号
を
付
し
、
適
宜
作
法
の
概
略
を
説
明
す
る
。

①
「
庭
上
仁
立
机
縁
座
」

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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縁
（
円
）
座
、
机
を
舗
設
。

②
「
沓
揖
」

座
の
前
で
の
一
揖
。
詳
し
く
は
宗
源
妙
行
加
行
で
説
明
。

③
「
着
縁
座
」

④
「
座
揖
」

詳
し
く
は
宗
源
妙
行
加
行
で
説
明
。

⑤
「
二
拝
」

詳
し
く
は
宗
源
妙
行
加
行
で
説
明
。

⑥
「
六
根
清
浄
太
秡
」

十
二
反
、
十
六
反
「
六
根
清
浄
太
秡
」
を
唱
え
る
。
こ
の
祝
詞
は
六
根
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）
の
清
浄
に
関
す
る
祓
詞
（
33
）。

⑦
「
中
臣
秡
」

三
反
、
十
二
反
「
中
臣
秡
」
を
唱
え
る
。

⑧
「
三
種
太
秡
」

三
十
六
反
、
百
八
反
、
三
百
六
十
反
三
種
太
秡
を
唱
え
る
。「
三
種
太
秡
」
は
「
吐
普
加
身
依
身
多
女
・
寒
言
神
尊
利
根
陀
見
・
波
羅

伊
玉
意
喜
餘
目
出
玉
」
と
い
う
三
つ
の
祓
詞
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
34
）。

⑨
「
祈
念
（
35
）」

⑩
「
拍
手
」

二
度
拍
手
を
す
る
。
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⑪
「
二
拝
」

⑫
「
座
揖
」

⑬
「
沓
揖
」

⑭
「
退
下
」

以
上
十
四
ヶ
条
の
次
第
に
分
け
ら
れ
る
が
、
基
本
的
な
構
造
と
し
て
は
、
初
め
と
終
わ
り
に
沓
揖
、
座
揖
、
二
拝
等
の
導
入
・
終
結
が

あ
り
、
そ
の
間
に
三
種
類
の
秡
に
関
す
る
祝
詞
（
六
根
清
浄
太
秡
・
中
臣
秡
・
三
種
太
秡
）
の
唱
読
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

第
二
節

宗
源
妙
行
加
行
次
第

宗
源
妙
行
を
受
け
る
た
め
に
は
「
宗
源
妙
行
加
行
」「
宗
源
加
行
二
重
」
の
二
種
を
段
階
的
に
修
行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、

宗
源
妙
行
加
行
は
そ
の
第
一
段
階
の
次
第
で
あ
る
（
36
）。

（
一
）
諸
本
の
説
明

吉
田
文
庫
で
は
左
に
示
す
㋑
～
㋦
一
〇
点
の
宗
源
妙
行
加
行
次
第
を
確
認
で
き
た
。

㋑
兼
右
筆
本
（
兼
雄
奥
）

内
題
「
宗
源
妙
行
之
加
行
大
事
」

奥
書
に
、

右
廿
ヶ
條
之
神
秘
者
累
家
之
相
承
也
、
去
々
年
以
来
雖
傳
授
之
實
名
未
定
之
間
不
加
奥
書
也
、
今
度
官
位
予
申
沙
汰
之
故
決
實
名
、

仍
亀
山
大
宮
司
左
京
亮
清
原
隆
所
加
傳
授
之
證
明
了
／
天
文
十
三
年
八
月
日
／
神
道
長
上
卜
部
〈
花
押
〉

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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と
あ
り
、
兼
右
が
天
文
十
一
年
（
一
五
四
二
）
以
来
天
文
十
三
年
ま
で
の
間
に
「
亀
山
大
宮
司
左
京
亮
清
原
隆
所
」
に
対
し
て
伝
授
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
別
紙
に
て
、

右
一
巻
者
唯
神
院
兼
右
御
自
筆
也
、
此
中
相
承
於
三
ヶ
條
者
秘
中
之
神
秘
莫
出
蔵
外
、
仍
加
修
補
奥
書
了
／
享
保
十
四
年
五
月
日
／

左
衛
門
佐
侍
従
兼
雄

と
兼
雄
が
書
き
継
い
で
お
り
、
兼
右
自
筆
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
神
道
体
系
』
卜
部
神
道
下
に
解
題
・
本
文
有

り
。（
吉
四
二
―
三
八
三
『
神
道
諸
行
事
大
成
』）

㋺
兼
右
筆
の
梵
舜
書
写
本

内
題
「
宗
源
妙
行
之
加
行
大
事
」

「
宗
源
妙
行
之
加
行
大
事
」
の
次
第
を
記
し
た
傍
ら
に
、

本
云
天
文
十
二
九
十
五
、
授
防
州
今
八
幡
大
宮
司
左
馬
允
佐
伯
理
治
訖
、

同
安
門
房
尊
證
傳
了
、
同
十
二
十
一
十
九
、
傳
宇
佐
大

宮
司
修
理
大
夫
宇
佐
公
建
了

と
伝
授
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
本
書
全
体
の
奥
書
に
、

右
相
承
傳
受
本
兼
右
卿
御
自
筆
、
一
覧
之
次
而
不
違
一
字
書
了
、
尤
ニ
可
秘
之
而
已
／
于
時
慶
長
十
二
初
秋
中
旬
／
神
龍
院
／
〈
判
〉

と
あ
り
、
神
龍
院
梵
舜
が
兼
右
自
筆
本
を
慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
初
秋
（
七
月
）
中
旬
に
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本

文
の
諸
次
第
の
後
ろ
に
は
幾
つ
も
の
伝
授
記
録
が
「
天
文
年
月
日
授
人
名
了
」
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
全
て
が
天
文
年
間
で
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
本
の
成
立
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。『
大
日
本
史
料
』
に
本
文
を
略
し
た
も
の
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。（
吉

四
二
―
五
七
『
神
道
相
承
案
』）

㋩
兼
右
筆
の
兼
原
書
写
本

内
題
「
宗
源
妙
行
之
加
行
事
」

内
容
は
㋺
と
同
じ
で
あ
る
。「
一
見
寫
得
了

原
」
と
の
奥
書
が
あ
り
、
兼
原
に
よ
る
書
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
吉
四
二
―
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七
八
『
神
道
相
承
案
』）

㋥
兼
右
筆
の
書
写
本

内
題
「
宗
源
妙
行
之
加
行
大
事
」

書
中
に
、

右
秘
中
之
秘
也
、
授
橘
時
重
訖
／
天
文
十
二
年
二
月
日
／
神
道
長
上
卜
部
朝
臣
兼
右

朱
判

／
奥
云
兼
右
卿
御
自
筆

と
あ
り
、
兼
右
筆
の
文
献
を
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
日
本
史
料
』
に
本
文
を
略
し
た
も
の
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
吉
四
二
―
一
四
三
『
神
道
諸
行
法
相
傳
』）

㋭
兼
右
筆
の
兼
雄
書
写
本

内
題
「
宗
源
妙
行
之
加
行
大
事
」

内
容
は
㋺
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
奥
書
に
は
、

右
一
冊
者
唯
神
院
御
集
作
之
書
、
彼
卿
以
御
真
筆
令
書
寫
畢
、
莫
外
見
矣
／
寛
延
二
年
五
月
十
四
日

四
十
五
歳
／
神
道
長
卜
部

〈
花
押
〉

と
あ
り
、
兼
右
筆
本
を
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
五
月
十
四
日
に
兼
雄
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
大
日
本
史
料
』
に
本

文
を
略
し
た
も
の
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。（
吉
四
二
―
八
三
『
神
道
相
承
抄
』）

㋬
兼
治
筆
本

「
宗
源
妙
行
之
加
行
之
大
事
」

奥
書
に
、「
天
正
十
二
年
九
月
吉
曜
日
／
神
祇
少
副
為
修
行
書
之
訖
」
と
あ
り
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
九
月
に
神
祇
少
副
で
あ
っ

た
兼
治
が
修
行
の
た
め
に
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
吉
四
二
―
三
七
六
『
宗
源
妙
行
之
加
行
之
大
事
』）

㋣
兼
雄
筆
本

「
宗
源
妙
行
加
行
之
次
第
」

奥
書
に
兼
雄
の
筆
で
、「
宝
暦
四
年
三
月
十
五
日
」
と
あ
り
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
三
月
一
五
日
に
兼
雄
が
記
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。（
吉
四
二
―
七
二
『
宗
源
妙
行
加
行
之
大
事
』）

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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㋠
兼
業
筆
本
イ

「
宗
源
妙
行
加
行
之
大
事
」

奥
書
等
は
無
い
が
、
兼
業
筆
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
37
）。（

吉
四
二
―
二
二
五
『
宗
源
妙
行
加
行
之
次
第
』）

㋷
兼
業
筆
本
ロ

「
宗
源
妙
行
加
行
次
第
」

奥
書
等
は
無
い
が
、
兼
業
筆
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
38
）。（

吉
四
二
―
三
二
二
『
宗
源
妙
行
加
行
之
次
第
』）

㋦
「
宗
源
妙
行
加
行
次
第
」

奥
書
等
は
無
く
、
書
写
者
も
不
明
。（
吉
四
二
―
一
二
七
『
宗
源
妙
行
加
行
次
第
』）

以
上
㋑
～
㋦
十
点
に
つ
い
て
奥
書
等
か
ら
各
文
献
の
説
明
を
し
た
。
㋑
～
㋭
は
兼
右
筆
本
あ
る
い
は
そ
の
書
写
本
で
あ
り
、
㋬
～
㋦
は

書
写
し
た
元
の
文
献
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
形
状
な
ど
か
ら
本
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
物
で
は
無
く
、
加
行
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
書

き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
宗
源
妙
行
加
行
次
第
の
内
容

各
次
第
書
を
翻
刻
し
、
㋑
を
底
本
と
し
異
同
を
記
し
各
次
第
に
記
さ
れ
て
い
る
作
法
を
列
挙
し
た
も
の
か
ら
内
容
の
概
略
を
見
て
み
た
い
。

〈
宗
源
妙
行
加
行
次
第
の
異
同
（
作
法
に
関
す
る
記
述
は
下
に
括
弧
で
括
り
示
し
た
。
（
39
））〉

先
兼
日
構
庭
上
于
（
40
）案

机
縁
座
（
41
）／

次
沓
揖
（
42
）（

㋺
「
前
後
加
持

此
咒
文
相
傳
ノ
時
」、
㋩
「
前
後
加
持

此
咒
文
相
傳
時
」、
㋭
「
前
後
加
持
此
咒

文
相
傳
ノ
時
如
此
」、
㋬
「
前
後
加
持
此
咒
文
相
傳
之
時
如
此
」）
／
次
着
彼
縁
座
（
43
）／

次
座
揖
（
㋺
㋩
「
如
此

左
右
加
持
」、
㋭
㋬
「
左
右
加
持
」）

／
次
二
拜
／
次
護
身
神
（
44
）法

／
〈
次
三
種
加
持
（
45
）〉

／
次
拍
手
（
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
小
大
」）
／
次
六
根
清
浄
太
（
46
）秡

（
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭

㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
十
六
反
」、
㋥
に
は
「
六
根
清
浄
太
秡
」
本
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。）
／
次
中
臣
秡
（
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
廿
一
反
」）

―44―



／
次
太
祝
詞
（
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
太
祝
詞
の
全
文
あ
り
。「
掛
毛
畏
幾
太
元
尊
神
大
（
47
）日

孁
（
48
）貴

天
神
地
祇
八
百
万
神
等
（
49
）乃

廣
前
仁
恐
美
恐
美
毛

申
佐
久
一
身
乃
心
源
乎
清
浄
仁
志
天
神
代
之
（
50
）古

風
乎
崇
敬
女
正
直
乃
根
元
仁
帰
天
曲
邪
乃
末
法
乎
棄
天
（
51
）今

宗
源
（
52
）妙

行
乎
（
53
）願

者
奈
利
此
状
乎
平
介
久
安
介
久
聞

食
天
頓
速
仁
納
受
於
（
54
）垂
礼
則
令
成
就
圓
（
55
）滿
（
56
）賜
陪
止
恐
美
恐
美
毛
申
（
57
）／

辞
別
仁
申
佐
久
若
不
慮
乃
汚
穢
不
浄
乃
事
在
止
毛
善
言
美
詞
乃
秡
乎
以
天
秡
清
女
奉
留

故
仁
无
咎
亦
（
58
）无

祟
之
天
神
直
日
大
直
日
神
止
護
幸
倍
（
59
）賜
陪
止
恐
美
恐
美
毛
申
壽
」）
／
次
三
種
太
秡
（
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
百
廿
一
反
」）
／

次
拍
手
（
㋑
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
大
小
」）
／
次
二
拝
／
次
座
揖
／
次
沓
揖
（
60
）／

次
退
下
（
61
）

以
上
が
次
第
の
異
同
と
作
法
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
各
次
第
に
丸
番
号
を
付
し
、
適
宜
作
法
の
概
略
を
説
明
す
る
。

①
「
兼
日
搆
庭
上
于
案
机
縁
座
」

案
・
縁
（
円
）
座
の
舗
設
。

②
「
沓
揖
」

「
前
後
加
持
」
と
は
「
沓
揖
咒
文
／
前
朱
雀

後
玄
武
／
座
揖
咒
文
／
左
青
龍

右
白
虎
／
此
時
兩
段
ノ
四
神
、
我
身
ヲ
守
護
シ
加
持

シ
玉
フ
ト
能
思
ヘ
（
62
）」

と
あ
り
、
沓
揖
と
共
に
四
神
の
内
、
南
北
を
司
る
朱
雀
・
玄
武
を
唱
え
、
こ
の
神
々
が
自
己
を
守
護
・
加
持
し
て
く

れ
る
こ
と
を
念
う
も
の
で
あ
る
。

③
「
着
彼
縁
座
」

縁
（
円
）
座
に
着
く
作
法
。

④
「
座
揖
」

「
左
右
加
持
」
と
は
「
前
後
加
持
」
と
同
じ
よ
う
に
、
座
揖
と
共
に
四
神
の
内
、
東
西
を
司
る
青
龍
・
白
虎
を
唱
え
、
こ
の
神
々
が
自

己
を
守
護
・
加
持
し
て
く
れ
る
こ
と
を
念
う
も
の
で
あ
る
。

⑤
「
二
拝
」

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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『
神
道
諸
行
事
大
成
（
63
）』

に
は
「
二
拝
大
事
／
天
御
柱
、
国
御
柱
乎
堅
津
／
此
時
天
地
乃
萬
神
、
我
仁
向
天
歡
喜
シ
玉
フ
ト
能
思
ヘ
」
と
あ
り
、

二
拝
と
共
に
「
天
御
柱
、
国
御
柱
乎
堅
津
」
と
唱
え
、
万
神
が
我
に
向
か
っ
て
歓
喜
し
て
い
る
と
念
う
作
法
で
あ
る
。

⑥
「
護
身
神
法
」

詳
し
く
は
宗
源
加
行
二
重
次
第
の
説
明
の
際
解
説
す
る
。

⑦
「
三
種
加
持
」

「
三
種
加
持
／
十
寶
印
相

无
上
霊
寶

神
道
加
持
／
八
握
印
相

三
元
三
行

三
妙
加
持
／
三
光
印
相

以
我
行
神
力

神
道
加
持

力

神
變
神
通
力

普
供
養
而
住
（
64
）」

と
あ
る
よ
う
に
、
三
種
の
印
を
結
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
詞
を
読
む
行
事
で
あ
る
。

⑧
「
拍
手
」

「
拍
手
大
事
／
召
手

小
・
大

送
手

大
・
小
／
天
津
社

國
津
社
（
65
）」

と
あ
り
、
各
次
第
書
に
「
小
・
大
」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
こ

こ
で
の
拍
手
は
「
召
手
」
を
表
す
作
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
宗
源
加
行
二
重
次
第
に
召
手
と
は
「
神
霊
勧
請
之
意
也
」
と
あ

り
、
降
神
の
た
め
の
作
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑨
「
六
根
清
浄
太
秡
」

十
六
反
唱
え
る
。

⑩
「
中
臣
秡
」

二
十
一
反
唱
え
る
。

⑪
「
太
祝
詞
」

太
元
尊
神
を
初
め
八
百
万
神
々
に
対
し
、
心
身
を
清
浄
に
し
、
神
代
の
古
風
を
崇
め
、
正
直
の
根
本
に
帰
し
、
仏
法
を
棄
て
、「
宗
源

妙
行
」
伝
授
を
願
う
様
子
を
聞
き
入
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
加
え
て
「
善
言
美
詞
」
の
祓
に
つ
い
て
も
述
べ
る
内
容
で
あ
る
。
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⑫
「
三
種
太
秡
」

百
二
十
一
反
唱
え
る
。

⑬
「
拍
手
」

こ
こ
で
の
拍
手
は
宗
源
加
行
二
重
次
第
に
「
神
ヲ
本
座
ニ
送
申
儀
也
」
と
あ
る
よ
う
に
昇
神
の
た
め
の
作
法
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑭
「
二
拝
」

⑮
「
座
揖
」

⑯
「
沓
揖
」

⑰
「
退
下
」

以
上
十
七
ヶ
条
の
次
第
に
分
け
ら
れ
る
が
、
基
本
的
な
構
造
は
十
八
神
道
加
行
と
同
じ
で
あ
る
が
、「
護
身
神
法
」「
三
種
加
持
」「
太

祝
詞
」
な
ど
が
加
わ
る
。

第
三
節

宗
源
加
行
二
重
次
第

宗
源
加
行
二
重
次
第
は
宗
源
妙
行
の
伝
授
を
受
け
る
た
め
の
二
段
階
あ
る
加
行
の
内
、
第
二
段
階
の
次
第
で
あ
る
。

（
一
）
諸
本
の
説
明

吉
田
文
庫
で
は
左
に
示
す
㋑
～
㋭
五
点
の
宗
源
加
行
二
重
次
第
を
確
認
で
き
た
。

㋑
兼
右
筆
本

内
題
「
宗
源
加
行
二
重
大
事
」

奥
書
等
は
無
い
が
、「
右
兼
右
筆
」
と
い
う
注
記
が
さ
れ
て
い
る
。
次
第
の
順
序
は
他
の
も
の
と
若
干
異
な
り
、「
次
三
元
表
白
」
以
降

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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が
記
さ
れ
て
い
な
い
。（
吉
六
五
―
三
一
九
『
集
筆
十
三
』）

㋺
兼
右
筆
本
（
兼
雄
奥
）

内
題
「
宗
源
加
行
二
重
大
事
」

宗
源
妙
行
加
行
次
第
㋑
と
同
じ
資
料
で
あ
る
。（
吉
四
二
―
三
八
三
『
神
道
諸
行
事
大
成
』）

㋩
兼
右
筆
の
梵
舜
書
写
本

内
題
「
宗
源
加
行
二
重
大
事
」

宗
源
妙
行
加
行
次
第
㋺
と
同
じ
資
料
で
あ
る
。（
吉
四
二
―
五
七
『
神
道
相
承
案
』）

㋥
兼
右
筆
の
兼
原
書
写
本

内
題
「
宗
源
加
行
二
重
大
事
」

宗
源
妙
行
加
行
次
第
㋩
と
同
じ
資
料
で
あ
り
、
内
容
は
㋩
と
同
じ
で
あ
る
。（
吉
四
二
―
七
八
『
神
道
相
承
案
』）

㋭
兼
右
筆
の
兼
雄
書
写
本

内
題
「
宗
源
加
行
二
重
大
事
」

宗
源
妙
行
加
行
次
第
㋭
と
同
じ
資
料
で
あ
り
、
内
容
は
㋩
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。（
吉
四
二
―
八
三
『
神
道
相
承
抄
』）

以
上
㋑
～
㋭
五
点
に
つ
い
て
奥
書
等
か
ら
各
文
献
の
説
明
を
し
た
。
㋑
～
㋭
は
何
れ
も
兼
右
筆
本
或
い
は
そ
の
写
本
で
あ
る
。
㋑
は
他

と
次
第
の
流
れ
が
異
な
り
、
最
後
ま
で
書
か
れ
て
い
な
い
。
㋺
㋩
㋥
㋭
は
同
系
統
の
原
本
の
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
一
部
表
記
や
文

字
に
異
同
は
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
同
じ
内
容
で
あ
る
。

（
二
）
宗
源
加
行
二
重
次
第
の
内
容

各
次
第
書
を
翻
刻
し
、
他
と
性
質
が
異
な
る
㋑
を
示
し
た
も
の
、
㋺
を
底
本
と
し
他
と
の
異
同
を
記
し
各
次
第
に
記
さ
れ
て
い
る
作
法

を
列
挙
し
た
も
の
か
ら
内
容
の
概
略
を
見
て
み
た
い
。

〈
㋑
兼
右
筆
本

内
題
「
宗
源
加
行
二
重
大
事
」〉

當
日
早
旦
行
水
／
次
着
□
浄
衣
／
次
御
禊
／
次
着
縁
座
／
次
二
拝
／
次
護
身
神
法
／
次
三
種
加
持
／
次
六
根
清
浄
大
秡
／
次
中
臣
秡

―48―



／
次
三
種
加
持
／
次
身
曽
貴
観
／
次
勧
請
／
次
開
元
神
咒
／
次
三
元
表
白

〈
宗
源
妙
行
加
行
次
第
の
異
同
（
作
法
に
関
す
る
記
述
は
下
に
括
弧
で
括
り
示
し
た
。
（
66
））〉

當
日
早
旦
行
水
（
㋑
「
用
湯
入
塩
」、
㋺
「
用
湯
入
塩

外
清
浄
之
作
法
是
也
（
67
）」）

／
次
着
浄
（
68
）衣

／
次
御
禊
（
㋑
㋺
「
口
傳
」、
㋩
㋥
㋭
「
十
二

所
加
持

左
右
目

左
右
耳

左
右
鼻

口

左
右
肩

左
右
膝

心
上

外
清
浄
之
観
想
也
口
傳
」）
／
次
着
縁
座
（
㋑
「
咒
文
已
下
如
前
」、

㋺
「
咒
文
以
下
如
常
（
69
）」）

／
次
安
座
（
㋺
「
気
息
乃
運
數
三
四
ヶ
（
70
）」）

／
次
二
拜
（
㋑
「
同
前
」、
㋩
㋥
㋭
「
口
傳
如
前

是
名
云
両
段
再
拝
」）

／
次
護
身
神
法
（
㋺
「
初
重

根
本
印

／
念
想
云

身
躰
護
神
／
次
三
光
印

／
明

ヲ
ノ
コ
ロ
シ
マ
／
二
重

根
本
印

／
念
想
云

髪
膚
護
神

／
次
八
府
印

明

ヤ
イ
ロ
ノ
ト
ノ
ヲ
ミ
タ
ツ

／
三
重

根
本
印

／
念
想
云

魂
魄
護
神

／
次
日
輪
印

／
明

ヒ

／
四

重

根
本
印

／
念
想
云

心
上
護
神

／
次
月
珠
印

／
明

ツ
キ
／
五
重

根
本
印

念
想
云

行
年
護
神
（
71
）／

明

ホ
シ
（
72
）」）

／
〈
次
三

種
加
持
（
73
）（

㋑
「
八
開
手
」）〉
／
次
六
根
清
浄
太
（
74
）秡

（
㋑
「
十
六
反
」、
㋺
「
十
六
反
（
75
）」）

／
次
身
曽
貴
観
（
㋑
「
口
傳
」、
㋺
「
口
傳

内
清

浄
之
作
法
也
（
76
）」）

／
次
開
元
神
咒
（
㋺
「
手
仁
大
麻
乎
取
持
／
日
本
最
上
神
祇
斎
場
者
神
明
降
化
之
濫
觴
下
界
勧
請
之
根
元
神
武
之
草
創
吾
國
之
佳

躅
也
然
則
奉
安
神
代
之
霊
寳
受
天
照
太
神
之
詔
命
修
天
児
屋
根
尊
之
大
業
誠
是
神
国
第
一
之
霊
場
本
朝
无
雙
之
斎
庭
乎
慎
而
莫
怠
矣
（
77
）」）

／
次
召
手

（
㋺
「
神
霊
勧
請
之
意
也
（
78
）」）

／
次
三
元
表
白
（
㋺
「
无
上
霊
寳
天
元
神
道
加
持

神
変
如
意
圓
滿
／
无
上
霊
寳
地
元
神
道
加
持
／
神
通
如
意
感
應

／
无
上
霊
寳
人
元
神
道
加
持
／
神
力
如
意
成
就
／
抑
三
元
神
道
之
斎
場
五
大
所
成
之
霊
壇
修
真
宗
源
之
砌
為
納
受
圓
滿
天
神
地
祇
定
降
臨
影
向
賜
覧

神
道
奉
真
栄
界
无
窮
（
79
）」）

／
次
勧
請
（
㋑
「
祝
詞

如
前
」、
㋺
「
太
元
尊
神

國
常
立
尊
／
天
御
中
主
尊
／
伊
弉
諾
尊

伊
弉
冉
尊
／
日
神
尊

月
神
尊
／
彦
龍
尊

姫
龍
尊
／
天
神
地
祇

八
百
万
神
（
80
）」）

／
次
中
臣
秡
（
㋑
「
廿
六
反
一
座
コ
ト
ニ
拍
手
二
」、
㋺
「
毎
一
座

拍
手

卅
六
反
」、

㋩
㋥
㋭
「
毎
一
座

拍
手

卅
六
反

廿
一
反
又
説
」）
／
次
三
種
太
秡
（
㋺
「
毎
一
座

八
開
手

百
廿
一
反
（
81
）」）

／
次
祝
戸
（
㋺
「
如
前
（
82
）」）

／
次
送
手
（
㋩
㋥
㋭
「
神
ヲ
本
座
ニ
送
申
儀
也
」）
／
次
二
拜
／
次
立
座
加
持
／
次
退
下

以
上
が
次
第
作
法
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
各
次
第
に
丸
番
号
を
付
し
、
適
宜
作
法
の
概
略
を
説
明
す
る
。

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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①
「
當
日
早
旦
行
水
」

塩
を
入
れ
た
湯
で
の
行
水
で
あ
り
外
清
浄
の
作
法
と
し
て
い
る
。

②
「
着
浄
衣
」

③
「
御
禊
」

別
名
十
二
所
加
持
と
も
い
わ
れ
る
。「
十
二
所
加
持
大
事
／
上
七
所

下
五
所
／
七
所
加
持
次
第

左
右
眼

左
右
耳

左
右
鼻

口

／
五
所
加
持
次
第

左
右
肩

左
右
膝

心
上
／
咒
文

波
羅
伊
玉
意

喜
餘
目
出
玉
／
右
陰
日
仁
波
先
右
次
左
也
陽
日
仁
波
先
左
次
右

也
（
83
）」

と
あ
り
、
体
の
十
二
ケ
所
を
唱
え
詞
と
共
に
清
め
る
作
法
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
外
清
浄
の
観
想
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

④
「
着
縁
座
」

⑤
「
安
座
」

「
気
息
乃
運
數
三
四
ヶ
」
と
あ
る
の
は
呼
吸
を
数
回
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
気
を
鎮
め
る
作
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑥
「
二
拝
」

⑦
「
護
身
神
法
」

五
つ
の
段
階
よ
り
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
印
を
組
み
、
明
を
唱
え
る
。

⑧
「
三
種
加
持
」

⑨
「
六
根
清
浄
太
秡
」

六
根
清
浄
太
秡
を
十
六
反
唱
え
る
。

⑩
「
身
曽
貴
観
」

「
陰
身
曾
貴
大
事
／
三
光
印

口
傳
／
阿
南
磐
土
神
／
大
直
日
神
／
底
土
神
／
大
綾
津
日
神
／
赤
土
神
／
大
地
海
原
諸
神
／
右
、
丑
・
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卯
・
巳
・
未
・
酉
・
亥
日
等
、
此
咒
也
、」「
陽
身
曾
貴
之
大
事
／
三
光
印

口
傳
／
阿
南
八
十
枉
津
日
神
／
神
直
日
神
／
大
直
日
神
／
底

津
少
童
神
／
底
筒
男
神
／
中
津
少
童
神
／
中
筒
男
神
／
表
津
少
童
神
／
表
筒
男
神
／
右
、
子
・
寅
・
辰
・
午
・
申
・
戌
日
等
、
此
咒
文
也
（
84
）、」

と
あ
り
、
伊
弉
諾
尊
に
よ
る
禊
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
神
々
を
唱
え
観
じ
る
行
事
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
外
清
浄
に
対
し
、
内
清
浄
の
作

法
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

⑪
「
開
元
神
咒
」

大
麻
を
持
ち
、
斎
場
の
由
来
を
述
べ
る
行
事
で
あ
る
。

⑫
「
召
手
」

⑬
「
三
元
表
白
」

三
元
（
天
地
人
）
の
は
た
ら
き
を
神
々
に
述
べ
る
行
事
で
あ
る
。

⑭
「
勧
請
」

勧
請
の
た
め
に
神
々
の
御
名
を
唱
え
る
作
法
で
あ
る
。

⑮
「
中
臣
秡
」

二
十
一
・
二
十
六
・
三
十
六
反
中
臣
秡
を
唱
え
る
。
な
お
、
一
座
毎
に
拍
手
を
す
る
。

⑯
「
三
種
太
秡
」

三
種
太
秡
を
百
二
十
一
反
唱
え
る
。
な
お
、
一
座
ご
と
に
八
開
手
を
打
つ
。

⑰
「
祝
戸
」

宗
源
妙
行
加
行
に
お
け
る
太
祝
詞
の
こ
と
か
と
推
測
さ
れ
る
。

⑱
「
送
手
」

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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⑲
「
二
拝
」

⑳
「
立
座
加
持
」

㉑
「
退
下
」

以
上
二
十
一
ヶ
条
の
次
第
に
分
け
ら
れ
る
。
基
本
構
造
は
上
述
の
次
第
書
と
同
様
で
あ
る
が
、「
御
禊
」「
安
座
」「
身
曽
貴
観
」「
開
元
神

咒
」「
三
元
表
白
」「
勧
請
」
が
さ
ら
に
加
わ
っ
て
い
る
。

第
四
節

大
護
摩
法
加
行
次
第

（
一
）
諸
本
の
説
明

大
護
摩
法
加
行
次
第
は
左
に
示
す
㋑
（
兼
隆
筆
本
）
一
点
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
次
第
の
内
容

が
宗
源
妙
行
加
行
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
や
、
大
護
摩
法
の
伝
授
を
受
け
る
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
等
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

㋑
兼
隆
筆
本

「
大
護
摩
法
加
行
次
第
」

奥
書
に
、「
寛
政
元
年
七
月
廿
四
日
〈
花
押
〉」
と
あ
り
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月
二
四
日
に
兼
隆
が
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。（
吉
四
二
―
七
一
『
大
護
摩
法
加
行
次
第
』）

（
二
）
次
第
の
内
容

次
第
作
法
の
内
容
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
神
道
護
摩
加
行
次
第
（
作
法
に
関
す
る
記
述
は
下
に
括
弧
で
括
り
示
し
た
。）〉

先
一
揖
／
次
座
揖
／
次
二
揖
／
次
護
身
神
法
／
次
三
種
加
持
／
次
拍
手
（「
小
大
」）
／
次
六
根
清
浄
太
秡
（「
十
六
反
」）
／
次
中
臣
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秡
（「
廿
一
反
」）
／
次
太
祝
詞
（「
掛
毛
畏
幾
太
元
尊
神
大
日

孁
貴
天
神
地
祇
八
百
万
神
等
乃
廣
前
仁
恐
美
恐
美
毛
申
佐
久
一
身
乃
心

源
乎
清
浄
仁
志
天
神
代
之
古
風
乎
崇
敬
女
正
直
乃
根
元
仁
帰
天
今
大
護

摩
法
乎
願
者
奈
利
此
状
乎
平
介
久
安
介
久
聞
食
天
頓
速
仁
納
受
乎
垂
礼
則

令
成
就
円
満
賜
陪
止
恐
美
恐
美
毛
申
須
／
辞
別
仁
申
佐
久
若
不
慮
乃
汚

穢
不
浄
乃
事
在
止
毛
善
言
美
詞
乃
秡
乎
以
天
秡
清
女
奉
留
故
仁
无
咎
亦

无
祟
之
天
神
直
日
大
直
日
神
止
護
幸
陪
賜
陪
止
恐
美
恐
美
毛
申
壽
」）
／

次
三
種
大
秡
（「
百
廿
一
反
」）
／
次
祈
念
／
次
拍
手
（「
大

小
」）
／
次
二
拜
／
次
座
揖
／
次
一
揖
／
次
退
下

宗
源
妙
行
加
行
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
一
箇
所
異
な
る
の
は

「
太
祝
詞
」
の
中
の
「
今
宗
源
妙
行
乎
願
者
奈
利
」
と
あ
る
部
分

が
「
今
大
護
摩
法
乎
願
者
奈
利
」
と
な
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
三
壇
行
事
そ
れ
ぞ
れ
に
附
随
す
る
加
行
次
第

の
現
存
（
85
）に

よ
っ
て
正
行
を
受
け
る
に
際
し
て
行
わ
れ
る
「
狭
義

の
加
行
」
の
存
在
が
確
認
で
き
た
。（〈
図
二

三
壇
行
事
構
成

図
〉
参
照
）

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
（
新
田
）
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―加行も含めた行体系としての構成―

神道護摩　　（正行）

神道護摩　　（正行）

神道護摩加行（加行）

―従来の認識―

宗源妙行　　 （正行） 

宗源妙行　　 （正行） 

宗源加行二重 （加行）

宗源妙行加行（加行）

十八神道　　（正行）

十八神道　　（正行）

十八神道加行（加行）

〈図二 三壇行事構成図〉



お
わ
り
に

吉
田
神
道
三
壇
行
事
の
構
成
と
加
行
に
つ
い
て
「
三
壇
行
事
と
加
行
」、「
三
壇
行
事
の
加
行
次
第
」
と
い
う
項
目
ご
と
に
見
た
。
こ
れ

ま
で
三
壇
行
事
は
密
教
に
お
け
る
四
度
加
行
（
広
義
の
加
行
）
と
の
関
連
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
伝
授
を
受
け
る
た
め
の
加
行
（
狭

義
の
加
行
）
に
関
し
て
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
三
壇
行
事
は
「
十
八
神
道
」、「
宗
源
妙
行
」、「
神
道
護
摩
」
の
三
種
の
修

法
の
み
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
以
上
に
示
し
た
よ
う
な
十
八
神
道
の
伝
授
を
受
け
る
た
め
の

「
十
八
神
道
加
行
次
第
」、
宗
源
妙
行
の
伝
授
を
受
け
る
た
め
の
「
宗
源
妙
行
加
行
次
第
」、「
宗
源
加
行
二
重
次
第
」、
神
道
護
摩
の
伝
授

を
受
け
る
た
め
の
「
神
道
護
摩
加
行
次
第
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
従
来
の
認
識
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
よ
り
、
吉
田
神
道
に
お
い
て
特
に
重
視
さ
れ
た
三
壇
行
事
は
加
行
も
含
め
た
総
体
と
し
て
改
め
て
見
直
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

註
（
1
）『
吉
田
家
日
次
記
』、『
御
広
間
雑
記
』、
地
方
神
主
の
上
京
日
記
等
に
は
三
壇
行
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）
石
崎
正
雄
「
唯
神
道
大
護
摩
次
第
に
つ
い
て
―
吉
田
神
道
行
法
の
成
立
と
特
質
―
」（『
日
本
文
化
』
第
三
八
号
、
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
、

昭
和
三
十
四
年
五
月
）、
岡
田
莊
司
「
三
壇
行
事
」
解
題
（『
神
道
大
系
』
論
説
編
九
卜
部
神
道
下
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
平
成
三
年
）、
出
村
勝
明
『
吉

田
神
道
の
基
礎
的
研
究
』（
臨
川
書
店
、
平
成
九
年
）

（
3
）
前
掲
石
崎
正
雄
「
唯
一
神
道
大
護
摩
次
第
に
つ
い
て
」、
高
見
寛
恭
「
唯
一
神
道
大
護
摩
法
に
つ
い
て
」（『
ビ
ブ
リ
ア
』
第
九
十
八
号
、
天
理
大
学
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附
属
図
書
館
、
平
成
四
年
五
月
）、
前
掲
出
村
勝
明
『
吉
田
神
道
の
基
礎
的
研
究
』、
高
尾
義
政
『
陰
陽
道
を
媒
介
と
し
た
神
仏
習
合
―
吉
田
神
道
を

中
心
と
し
て
―
』（
東
洋
史
観
算
命
学
総
本
校
高
尾
学
館
、
平
成
五
年
）
等
。

（
4
）『
三
元
十
八
神
道
次
第
・
神
道
護
摩
行
事
次
第
』（
神
社
本
庁
、
昭
和
二
十
九
年
）
本
書
は
福
島
県
に
現
存
す
る
三
壇
行
事
に
ま
つ
わ
る
調
査
報
告

で
あ
り
、
前
掲
『
神
道
大
系
』
論
説
編
九
卜
部
神
道
下
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
河
野
省
三
『
神
道
研
究
集
』（
文
学
博
士
河
野
省
三
先
生
喜
寿
祝
賀
会
、
昭
和
三
十
四
年
）
一
〇
六
頁

（
6
）
河
野
氏
の
指
摘
は
重
要
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
三
壇
行
事
を
構
成
す
る
三
種
の
次
第
と
加
行
次
第
と
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

（
7
）
新
修
『
平
田
篤
胤
全
集
』
第
八
巻
（
平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
、
昭
和
五
十
一
年
）
一
九
八
頁

（
8
）
久
保
田
収
『
中
世
神
道
の
研
究
』（
神
道
史
学
会
、
昭
和
三
十
四
年
）
四
三
一
頁

（
9
）
兼
右
筆
の
梵
舜
書
写
本
『
神
道
相
承
案
』（
吉
四
二
―
五
七
）

傍
線
部
は
筆
者
の
加
筆

本
論
文
で
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫
の
資
料
を
引
用
す
る
際
は
、「
吉
○
―
○
」
と
し
て
文
庫
内
で
の
分
類
番
号
を
記
し
た
。

（
10
）
伊
藤
聡
「
唯
一
神
道
と
吉
田
兼
倶
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
六
〇
巻
一
二
号
、
至
文
堂
、
平
成
七
年
十
二
月
）
八
〇
頁

（
11
）
大
山
公
淳

増
補
校
訂
『
中
院
流
の
研
究
』（
東
方
出
版
、
昭
和
六
十
二
年
）、
八
田
幸
雄
『
現
代
語
訳
真
言
秘
密
行
法
』（
東
方
出
版
、
平
成
三
年
）。

な
お
、
法
流
に
よ
っ
て
こ
の
四
種
の
順
番
や
種
類
に
い
く
つ
か
の
差
異
が
み
ら
れ
る
。

（
12
）
湯
浅
泰
雄
『
身
体
論
―
東
洋
的
心
身
論
と
現
代
―
』（
講
談
社
、
平
成
二
年
）
一
二
二
頁

（
13
）『
吉
田
文
庫
神
道
書
目
録
』（
天
理
図
書
館
、
昭
和
四
十
年
）

（
14
）「
／
」
は
原
資
料
で
の
改
行
を
示
す
。
以
下
も
改
行
に
つ
い
て
は
同
様
に
表
し
た
。

（
15
）
挿
入
点
「
八
幡
大
宮
司
右
延
事
也
」

（
16
）
前
掲
『
吉
田
文
庫
神
道
書
目
録
』
一
二
三
頁
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（
17
）
前
掲
『
吉
田
文
庫
神
道
書
目
録
』
一
二
三
頁

（
18
）
次
第
書
で
は
な
い
が
、
兼
右
が
陰
陽
行
儀
加
行
の
日
数
に
つ
い
て
記
し
た
文
献
〈『
神
道
諸
行
法
相
傳
』（
吉
四
二
―
一
四
三
）〉
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
こ
の
文
献
は
次
第
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
「
陰
陽
行
儀
」
が
三
壇
行
事
の
一
行
事
と
さ
れ
る
「
十
八
神
道
行
事
」
を
示
す
か
は

不
明
で
あ
る
。

（
19
）
挿
入
点
「
神
」

（
20
）
次
第
の
異
同
は
㋑
を
基
本
と
し
、
㋑
に
無
い
行
事
は
山
形
括
弧
で
括
り
補
っ
た
。
な
お
、
㋩
は
宗
源
妙
行
加
行
次
第
に
近
い
た
め
例
外
的
に
扱
い

異
同
に
は
含
め
な
か
っ
た
。

（
21
）
㋺
㋥
㋭
㋬
ナ
シ

（
22
）
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
一
い
ふ
」、
㋭
㋬
「
一
揖
」

（
23
）
㋺
㋥
㋭
㋬
ナ
シ

（
24
）
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
ざ
の
い
ふ
」

（
25
）
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
二
は
い
」

（
26
）
㋥
「
三
じ
ゆ
の
太
秡
」

（
27
）
㋑
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
き
ね
ん
」

（
28
）
㋑
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
か
し
わ
手
」

（
29
）
㋑
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
二
は
い
」

（
30
）
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
ざ
の
い
ふ
」

（
31
）
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
一
い
ふ
」、
㋭
㋬
「
一
揖
」

（
32
）
㋺
ナ
シ
、
㋥
「
た
い
げ
」
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（
33
）
出
村
勝
明
「
六
根
清
浄
大
祓
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
吉
田
神
道
の
基
礎
的
研
究
』
臨
川
書
店
、
平
成
九
年
）
に
詳
し
い
。

（
34
）
西
田
長
男
「
神
道
の
死
の
観
念
と
仏
教
と
の
関
係
―
三
種
大
祓
の
成
立
を
通
路
と
し
て
―
」（『
神
道
史
の
研
究
』
雄
山
閣
、
昭
和
一
八
年
）
に

詳
し
い
。

（
35
）
加
行
次
第
で
は
な
い
が
、
近
世
の
資
料
に
、「
次
心
中
祈
願

十
寶
印

天
下
泰
平
玉
体
安
穏
ノ
上
ニ
心
中
祈
願
ス
ヘ
キ
也
」（
皇
學
館
大
学
附
属

図
書
館
蔵
『
陰
陽
行
儀
次
第
』）「
次
心
中
祈
願

十
寶
印
ニ
テ
天
下
泰
平
玉
体
安
ノ
ン
ノ
外
ハ
何
成
ト
モ
祈
念
心
ニ
任
テ
」（
皇
學
館
大
学
附
属
図
書

館
蔵
『
三
元
十
八
神
道
次
第

陰
陽
行
儀
次
第
』）
と
あ
る
。

（
36
）「
宗
源
加
行
二
重
」
に
つ
い
て
は
後
世
の
資
料
に
は
見
ら
れ
ず
、
次
第
書
も
兼
右
筆
あ
る
い
は
そ
の
写
本
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
後
に
は
省

略
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

（
37
）
前
掲
『
吉
田
文
庫
神
道
書
目
録
』
一
三
二
頁

（
38
）
前
掲
『
吉
田
文
庫
神
道
書
目
録
』
一
三
二
頁

（
39
）
次
第
の
異
同
は
㋑
を
底
本
と
し
、
㋑
に
無
い
行
事
は
山
形
括
弧
で
括
り
補
っ
た
。

（
40
）「
于
」
㋺
ナ
シ

（
41
）「
先
兼
日
構
庭
上
于
案
机
縁
座
」
㋷
㋦
ナ
シ

（
42
）「
次
沓
揖
」
㋷
㋦
「
先
一
揖
」

（
43
）「
次
着
彼
縁
座
」
㋷
㋦
ナ
シ

（
44
）「
神
」
㋩
ナ
シ

（
45
）「
次
三
種
加
持
」
㋑
ナ
シ
、
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
ア
リ

（
46
）「
太
」
㋺
㋩
㋥
㋣
㋠
「
大
」

（
47
）「
大
」
㋷
「
太
」
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（
48
）「
孁
」
㋩
「
霊
」

（
49
）「
等
」
㋺
㋩
ナ
シ

（
50
）「
之
」
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
乃
」

（
51
）「
曲
邪
乃
末
法
乎
棄
天
」
㋺
㋩
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
ナ
シ

（
52
）
㋺
㋩
に
は
「
宗
源
」
と
「
妙
行
」
と
の
間
に
「
神
道
」
ト
ア
リ

（
53
）「
乎
」
㋩
「
并
」

（
54
）「
於
」
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
乎
」

（
55
）「
圓
」
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
「
円
」

（
56
）「
滿
」
㋠
「
満
」

（
57
）
㋺
㋥
㋭
「
壽
」
ア
リ

㋩
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
須
」
ア
リ

（
58
）「
亦
」
㋷
㋦
ナ
シ

（
59
）「
倍
」
㋺
㋩
㋥
㋭
㋬
㋣
㋠
㋷
㋦
「
陪
」

（
60
）「
次
沓
揖
」
㋷
㋦
ナ
シ

（
61
）「
次
退
下
」
㋷
㋦
「
次
退
出
」

（
62
）
前
掲
『
神
道
大
系
』
論
説
編
九
卜
部
神
道
下
に
所
収
の
『
神
道
諸
行
事
大
成
』

（
63
）
前
掲
『
神
道
大
系
』
論
説
編
九
卜
部
神
道
下
に
所
収
の
『
神
道
諸
行
事
大
成
』

（
64
）
前
掲
『
神
道
大
系
』
論
説
編
九
卜
部
神
道
下
に
所
収
の
『
三
元
十
八
神
道
次
第
』

（
65
）
前
掲
『
神
道
大
系
』
論
説
編
九
卜
部
神
道
下
に
所
収
の
『
神
道
諸
行
事
大
成
』

（
66
）
次
第
の
異
同
は
㋺
を
底
本
と
し
、
㋺
に
無
い
行
事
は
山
形
括
弧
で
括
り
補
っ
た
。
な
お
、
作
法
に
関
す
る
記
述
は
㋑
以
外
の
㋺
㋩
㋥
㋭
に
つ
い
て
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は
共
通
す
る
記
述
が
有
る
場
合
は
㋺
の
み
を
示
し
、
㋺
㋩
㋥
㋭
が
同
じ
内
容
で
は
な
い
場
合
は
随
時
ど
の
文
献
に
何
が
記
さ
れ
て
い
る
か
が
わ
か
る

よ
う
に
し
た
。

（
67
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
68
）「
浄
」
㋩
㋥
㋭
「
清
」

（
69
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
70
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
71
）
通
常
護
身
神
法
の
五
重
で
は
、「
行
年
護
神
」
の
後
に
「
七
星
印
」
と
記
さ
れ
る
が
、
㋺
で
は
こ
の
印
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
72
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
㋩
㋥
㋭
に
は
片
仮
名
に
対
応
す
る
「
神
代
文
字
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、「
神
代
文
字
」
に
つ
い
て
、
㋩
㋥
に
は

「
日
本
ノ
字
也
、
此
字
ヲ
秘
ス
ル
ニ
ヨ
テ
片
假
名
出
之
」
と
説
明
が
あ
る
。

（
73
）「
次
三
種
加
持
」
㋺
ナ
シ
、
㋩
㋥
㋭
ア
リ

（
74
）「
太
」
㋩
㋥
㋭
「
大
」

（
75
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
76
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
77
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
78
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
79
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
80
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
81
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
82
）
㋩
㋥
㋭
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
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（
83
）
吉
田
文
庫
蔵
『
神
道
相
承
案
』（
兼
右
筆
の
梵
舜
書
写
本
）

（
84
）
前
掲
『
神
道
大
系
』
論
説
編
九
卜
部
神
道
下
に
所
収
の
『
神
道
諸
行
事
大
成
』

（
85
）
三
壇
行
事
に
関
す
る
加
行
次
第
や
加
行
に
関
す
る
記
録
は
何
れ
も
兼
右
期
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
頃
よ
り
体
系
立
っ
た
加
行
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
七
一
回
神
道
宗
教
学
会
学
術
大
会
（
於
國
學
院
大
學
）
に
お
い
て
報
告
し
た
内
容
の
一
部

を
も
と
に
し
て
い
る
。
貴
重
な
御
助
言
を
頂
戴
し
た
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
に
っ
た

け
い
ぞ
う
・
皇
學
館
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
神
道
学
専
攻
）
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